
 

 
       季節の変わり目、寒暖差が激しくて体調崩してませんか？ 
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【大学生活の中で、困ることはありませんか？】 

発達障害って？その１ 
 

 １年生も、第２タームを終え、大学生活にも慣れたころかとは思います。一方で、高校から大学へと環

境が大きく変わり、その変化にまだ戸惑っている方もいるかもしれません。 

     

 

 人にはもって生まれた資質や能力があります。同じ人の中でも運動は得意だけど、勉強は苦

手、とか文章を書くのは得意だけれど絵をかくのは苦手、とかいうのもあります。そうした、得

意不得意や凸凹があるのは当然ですし、それがその人の個性にもなるわけです。しかし、その得

意不得意があまりに偏っていると、生活上困ったり、苦労したりすることがあります。 

・授業を聞きながらノートをとることが難しい 

・レポートの課題の書き方がわからない 

・試験や課題提出のプランを立てることが難しく、締め切りに間に合わないことがある。 

・サークルや研究室の人間関係を作ることができない。うまくいかない 

  …などで困っている方もいるかもしれません。 

 得意不得意が、ちょっとした凸凹程度であって、その人のいる環境でそれほど困らずに済めば

いいのですが、とても凸凹が大きすぎたら、両足の長さが極端に違っていたら歩きにくくなるよ

うに、生活上困難にぶつかることが多くなります。大学生活では上の困りごとなどにつながるこ

ともあります。 

また、それほど大きな凸凹でなくても、おかれている環境に極端に合わない場合に、「とって

も困る」ことが多くなります。上記二つのような場合、「発達障害」と呼ばれることがありま

す。 

 ウィルス感染のように「陽性」か「陰性」か、とか、腫瘍が「ある」か「ない」かというよう

なものでもなく、「色の濃淡」のように「グラデーション」のあるものと考えられています。こ

のような考え方を「スペクトラム」（連続体）といいます。 

 こうして考えるとどこからどこまでが「普通」などということは、意外と難しいし、ナンセン

スなことかもしれません。それでも、どんな特性があるのか知っていると、相談もしやすいと思

います。つづきはその２で。 
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